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○世界最強・最先端のものづくり産業・技術のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾊﾌﾞ

○リニア効果を最⼤化し都市と地⽅の対流促進、ひとり⼀⼈
が輝く中部

○ 災害に強くしなやか、環境と共⽣した国⼟

○ 暮らしやすさに磨きをかけ更に輝く

○⼤都市圏への近接性を活かし、⽇本海・太平洋２⾯活⽤型
国⼟形成を牽引する
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○計画期間 概ね１０年間
○改定の⽬的 現⾏計画が終了時期を迎えていることを踏まえ、平成27年８⽉に閣議決定された国⼟形成計画（全国計画）や

新たな広域地⽅計画（平成28年3⽉29⽇国⼟交通⼤⾂決定）の内容を反映し、三圏計画※を同時に改定。

○対象圏域 富⼭県、⽯川県、福井県、⻑野県、岐⾩県、静岡県、愛知県、三重県及び滋賀県

○国⼟づくりの⽬標
• 安全で、豊かさを実感することのできる国
• 経済成⻑を続ける活⼒ある国
• 国際社会の中で存在感を発揮する国

○国⼟の基本構想
•対流促進型国⼟の形成：「対流」こそが⽇本
の活⼒の源泉

• 「対流促進型国⼟」を形成するための重層的
かつ強靱な「コンパクト＋ネットワーク」

○中部圏の現状と課題
• 産業、インフラ
• 国際交流、観光
• 環境・エネルギー・⼟地
• 災害リスク

「対流」のイメージ：「個性」と「連携」

■中部圏が⽬標とする社会や⽣活の姿

世界に冠たるものづくり技術と品質。世界中からﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽを求め
て、ﾋﾄ、ﾓﾉ、ｶﾈ、情報が集まり対流。環太平洋・⽇本海に開かれた
我が国の⼀⼤産業拠点。

⾼速交通ﾈｯﾄﾜｰｸを活かし、太平洋側から⽇本海側まで広がる国内外
との交流連携、対流促進。産業や⽂化、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙなど新たな価値創造、
ひとり⼀⼈の豊かさを実感、地⽅創⽣。

環境共⽣、国⼟保全、国⼟基盤の維持管理・活⽤など、国⼟の適切
な管理による安全安⼼で持続可能な国⼟。

魅⼒ある暮らしやすい⽣活環境を有する都市圏と農⼭漁村や⾃然が
共⽣する⾃⽴的に発展する圏域づくりを進め、「職」「住」「遊」
「学」を充実させることで、世代・価値観に応じた多彩な⽣活、就
業、交流の機会を誰もが享受し、豊かさを実感することのできる、
「暮らしやすさに磨きをかけ更に輝く」圏域。

港湾や空港等のインフラの充実を図り、ユーラシアへのゲートウェ
イとしての機能を強化するとともに、太平洋側において想定されて
いる巨⼤地震や近年の気候変動にともなう災害リスクの解決等に積
極的に取り組み、「⼤都市圏に近接する特性を活かし、⽇本海・太
平洋２⾯活⽤型国⼟形成を牽引」する圏域。

※ 三圏計画：⾸都圏整備計画（⾸都圏整備法第２条第１項）
近畿圏整備計画（近畿圏整備法第２条第２項）
中部圏開発整備計画（中部圏開発整備法第２条第２項）の総称

１

⼤規模災害に直⾯
する国⼟
30年間に震度６弱以上
の揺れに⾒舞われる確
率の分布

中部圏開発整備計画（平成28年3⽉）の概要
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○ 世界最強・最先端のものづくりの進化

○ ｽｰﾊﾟｰ･ﾒｶﾞﾘｰｼﾞｮﾝのｾﾝﾀｰ、我が国の成⻑を牽引

○ 地域の個性と対流による地⽅創⽣

○ 安全・安⼼で環境と共⽣した中部圏形成

○ ⼈材育成と共助社会の形成

○ 個性ある圏域の創⽣

○ 競争⼒のある産業の育成

○ ⽇本海側の中枢圏域の形成

○ 対流・交流⼈⼝の創出
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■将来像実現のための基本⽅針

戦略産業の育成,広域産業クラスターの形成,新たな産業の創⽣ etc.

ﾘﾆｱ効果を最⼤化する地域づくり,国際⼤交流時代の観光交流の先導 etc.

「⼩さな拠点」づくり,地域産業の活性化,次世代交通システム構築 etc.

太平洋・⽇本海２⾯活⽤型の強靱な国⼟,⽣物多様性,景観,低炭素 etc.

⾼度⼈材,ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ⼈材,⼥性活躍,⾼齢者参画,障害者共⽣,多⽂化共⽣ etc.

⽣活⽀援ｻｰﾋﾞｽ,雇⽤環境の充実,職住近接,防災減災対策,環境保全 etc.

国際物流・旅客機能の強化,海域・空域の安全確保・保安対策 etc.

同業種・異業種や⾼等教育機関の対流,交通ICTﾈｯﾄﾜｰｸ環境の充実 etc.

地域資源の磨き上げ,観光周遊ﾙｰﾄの充実,誘客促進と魅⼒の発信 etc.

新たな広域観光周遊ルートの形成※３ものづくりを⽀える産業基盤の強化※１ 太平洋側と⽇本海側の連携強化による代替性確保※２

例.⾦沢外環状道路※５例.東海環状⾃動⾞道※４ 例.⼄川ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ地区※４

環状道路の整備により
都市部の道路空間の更
なる利活⽤が可能とな
り、市街地周辺への企
業⽴地や都市部の観光
地への観光客の増加が
期待

東海環状⾃動⾞道などの
開通により,沿線地域では
⼯業団地の整備や物流拠
点の集積が進展

ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨの主旨のもと、
良好な環境をもつ⽔辺空
間を活⽤し、歩⾏空間等
の整備とともに、⺠間施
設を地区内へ誘導。中⼼
市街地を活性化。

※１中部圏広域地⽅計画 ※２北陸圏広域地⽅計画
※３北陸圏・中部圏広域地⽅計画合同協議会報告書
※４中部ﾌﾞﾛｯｸにおける社会資本整備重点計画
※５北陸ﾌﾞﾛｯｸにおける社会資本整備重点計画

２

中部圏開発整備計画（平成28年3⽉）の概要


